
　
横
浜
市
営
バ
ス
は
、
昭
和
三
年
十
一
月
十
日
に
開

業
し
て
以
来
今
年
で
七
十
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、

財
政
難
と
苦
闘
し
な
が
ら
、
市
民
の
足
と
し
て
時
代

に
即
応
し
た
身
近
な
公
共
輸
送
機
関
の
役
割
を
担
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
市
営
バ
ス
の
歴
史
を
振
り
返
っ

て
み
ま
す
。

１
一
市
営
交
通
の
は
じ
ま
り

　
横
浜
市
内
の
近
代
的
な
交
通
機
関
と
し
て
路
面
電

車
が
登
場
し
た
の
は
明
治
三
十
七
年
。
横
浜
電
気
鉄

道
株
式
会
社
が
創
業
し
ま
し
た
。
こ
の
会
社
を
六
百

二
十
万
円
で
市
が
買
収
し
市
電
と
し
て
発
足
さ
せ
た

の
は
大
正
十
年
四
月
一
日
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
を

運
営
す
る
た
め
に
電
気
局
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
（
注

１
）
。
こ
の
頃
市
電
は
す
で
に
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
営
業
キ
ロ
を
有
し
、
一
日
十
三
万
人
の
お
客
様
が

あ
っ
て
市
内
交
通
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
こ
れ
を
拡
張
す
べ
く
新
線
建
設
の
準
備

に
入
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
矢
先
に
関
東
大
地

震
が
発
生
、
事
情
が
一
変
し
バ
ス
経
営
の
大
き
な
要

因
に
も
な
っ
て
い
き
ま
す
。

２
一
バ
ス
事
業
開
始
の
契
機

①
―
関
東
大
震
災
の
影
響

　
大
正
十
二
年
九
月
一
日
に
起
き
た
関
東
大
地
震
は

東
京
、
横
浜
を
中
心
と
し
て
関
東
一
円
に
大
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
横
浜
で
は
全
戸
数
九
万
九
千
八

百
四
十
戸
の
う
ち
六
万
二
千
六
百
八
戸
が
全
焼
す
る

な
ど
宅
地
面
積
四
百
九
十
万
坪
の
八
割
が
被
災
し
ま

し
た
。
（
注
２
）

　
市
電
も
市
営
発
足
わ
ず
か
二
年
で
壊
滅
的
打
撃
を

受
け
ま
し
た
。
そ
の
被
害
額
は
、
軌
道
、
電
線
路
、

車
両
、
建
物
、
変
電
所
合
わ
せ
て
二
百
三
十
万
円
で

総
資
産
の
二
八
％
に
相
当
し
ま
し
た
。
（
注
３
）
市

電
の
年
間
乗
車
料
収
入
は
二
百
七
十
八
万
円
（
大
正

十
一
年
度
）
で
し
た
の
で
、
い
か
に
巨
額
な
損
失
だ
っ

た
か
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
震
災
に
よ
っ
て
被
害
の

大
き
か
っ
た
市
中
心
部
、
下
町
一
帯
か
ら
山
手
、
郊

外
部
へ
と
人
口
が
分
散
し
て
い
き
、
公
共
輸
送
需
要

も
ま
た
郊
外
で
高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

②
―
市
域
の
拡
大
と
自
動
車
産
業
の
隆
盛

　
昭
和
二
年
四
月
一
日
に
横
浜
市
は
、
橘
樹
郡
鶴
見

町
、
旭
村
、
大
綱
村
、
城
郷
村
、
保
土
ヶ
谷
町
、
西

谷
村
、
久
良
岐
郡
大
岡
川
村
、
日
下
村
、
屏
風
ヶ
浦

村
の
近
隣
す
る
二
町
七
カ
村
を
編
入
し
、
面
積
は
三

十
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
か
ら
百
三
十
四
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
と
一
気
に
三
・
六
倍
に
拡
大
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
こ
れ
ら
地
域
の
足
を
ど
う
確
保
し
て
い
く

か
が
課
題
で
し
た
。
し
か
し
、
市
内
交
通
機
関
の
中

枢
で
あ
る
市
電
は
震
災
復
旧
が
急
務
で
し
た
。
し
か

も
、
そ
の
復
旧
に
は
莫
大
な
資
金
と
年
数
が
か
か
り

ま
す
の
で
こ
れ
に
代
る
何
ら
か
の
交
通
機
関
が
必
要

で
し
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
頃
普
及
し
は
じ
め
た
自
動

車
に
着
目
し
た
の
で
す
。
自
動
車
は
震
災
後
急
速
に

発
展
し
た
産
業
で
、
大
正
十
四
年
に
は
日
本
フ
ォ
ー

ド
株
式
会
社
が
横
浜
で
事
業
を
開
始
し
、
昭
和
二
年

に
は
神
奈
川
区
に
年
間
二
万
台
の
工
場
を
完
成
さ
せ

て
い
ま
す
。
当
時
日
本
経
済
は
不
況
の
ま
っ
た
だ
中

に
あ
り
ま
し
た
が
、
自
動
車
は
こ
の
フ
ォ
ー
ド
と
大

阪
に
拠
点
を
置
く
ゼ
ネ
ラ
ル
モ
ー
タ
ー
ズ
が
激
し
く

対
立
し
、
全
国
各
地
で
セ
ー
ル
ス
合
戦
を
展
開
し
て

い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
自
動
車
の
普
及
と
路
面
電
車

に
代
る
新
し
い
交
通
手
段
に
対
す
る
世
論
の
要
求
か

ら
、
市
だ
け
で
な
く
民
間
か
ら
も
バ
ス
経
営
の
出
願

が
続
出
し
て
い
き
ま
し
た
。

３
一
バ
ス
事
業
の
経
営

　
横
浜
市
は
、
震
災
後
市
電
復
旧
に
全
力
を
傾
け
な

が
ら
新
線
建
設
に
も
着
手
し
て
い
っ
た
の
で
す
が
、

１
―
市
営
交
通
の
は
じ
ま
り

２
―
バ
ス
事
業
開
始
の
契
機

３
―
バ
ス
事
業
の
経
営

４
―
バ
ス
路
線
の
免
許

５
―
市
営
バ
ス
の
開
業

６
―
開
業
直
後
の
公
営
、
民
営
問
題

７
―
市
勢
に
応
じ
た
路
線
新
設

８
―
根
岸
競
馬
場
へ
の
輸
送
は
大
繁
盛

９
―
戦
時
下
の
バ
ス

1
0
―
横
浜
大
空
襲
に
よ
る
被
害

1
1
―
終
戦
直
後
の
バ
ス
輸
送

1
2
―
民
営
バ
ス
と
の
相
互
乗
入
れ

1
3
―
市
電
に
か
わ
っ
て
バ
ス
が
主
役

1
4
―
バ
ス
事
業
の
財
政
状
況
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（
注
４
）

　
な
お
、
東
京
市
は
横
浜
市
よ
り
四
年
早
く
大
正
十

三
年
一
月
に
市
営
バ
ス
を
開
業
し
て
い
ま
す
。

４
一
バ
ス
路
線
の
免
許

市
電
だ
け
で
は
市
内
交
通
機
関
と
し
て
は
不
十
分
で

か
つ
郊
外
路
線
の
建
設
に
は
費
用
的
に
限
界
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
不
備
を
補
い
、
ま
た
市
電

の
補
助
的
機
関
と
し
て
、
比
較
的
投
下
資
本
の
少
な

い
バ
ス
事
業
の
経
営
に
乗
り
出
し
ま
す
。
当
時
民
間

か
ら
は
日
本
急
行
乗
合
自
動
車
（
新
宿
～
横
浜
間
）

な
ど
数
社
か
ら
市
内
乗
入
れ
に
つ
い
て
神
奈
川
県
に

出
願
し
て
い
た
の
で
す
が
、
市
は
市
内
交
通
機
関
の

統
一
経
営
を
打
出
し
民
間
バ
ス
の
市
内
乗
入
れ
を
拒

否
し
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
市
長
の
立
場
か
ら
そ
の

旨
県
に
申
入
れ
て
い
ま
し
た
。

　
市
が
バ
ス
事
業
を
市
電
と
統
一
的
に
経
営
す
る
理

由
と
し
て
ま
ず
多
大
な
市
費
を
投
入
し
た
市
電
経
済

を
守
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
一
方
で
市
電
経

済
は
自
動
車
の
発
展
の
た
め
圧
迫
さ
れ
、
市
内
交
通

は
、
将
来
自
動
車
が
中
心
に
な
る
と
い
う
予
測
が
あ

り
ま
し
た
。
昭
和
三
年
四
月
に
提
出
さ
れ
た
「
横
浜

市
乗
合
自
動
車
乗
車
料
条
例
」
等
バ
ス
関
連
三
議
案

の
提
案
説
明
で
有
吉
市
長
は
「
本
市
ノ
交
通
ハ
只
今

ハ
陸
上
ハ
専
ラ
電
車
、
水
上
ハ
通
船
ヲ
以
テ
本
市
ノ

交
通
機
関
ト
シ
テ
居
リ
マ
ス
、
ソ
ノ
陸
上
ノ
交
通
ニ

付
キ
マ
シ
テ
ハ
欧
米
都
市
ニ
於
ケ
ル
実
際
ノ
状
況
ヲ

ミ
マ
ス
ル
ト
云
フ
ト
、
電
車
ト
云
フ
モ
ノ
、
経
営
ハ

次
第
々
々
ニ
困
難
ヲ
感
ジ
テ
参
ッ
テ
居
リ
マ
ス
ノ
デ
、

ソ
レ
ハ
全
ク
自
動
車
ノ
発
達
二
依
ツ
テ
圧
迫
ヲ
受
ケ

テ
居
ル
状
況
デ
ア
リ
マ
ス
、
遠
ク
欧
米
地
方
二
其
ノ

例
ヲ
求
メ
ル
マ
デ
モ
ナ
ク
、
現
在
隣
リ
ノ
東
京
市
ニ

於
ケ
ル
電
車
経
済
ト
云
フ
モ
ノ
ガ
常
二
非
常
ナ
ル
脅

威
ヲ
受
ケ
ツ
ゝ
ア
ル
コ
ト
ハ
皆
様
ノ
御
承
知
ノ
通
リ

デ
ア
リ
マ
ス
、
本
市
ニ
オ
キ
マ
シ
テ
モ
之
二
対
シ
テ

今
日
ヨ
リ
相
当
計
画
ヲ
樹
テ
ゝ
オ
ク
必
要
ア
ル
コ
ト

ヲ
感
ジ
テ
、
自
動
車
ノ
経
営
ヲ
市
営
ヲ
以
テ
始
メ
タ

イ
ト
云
フ
考
ヘ
ヲ
起
シ
マ
シ
タ
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

-

運
賃
は
一
区
七
銭
、
二
区
十
四
銭
、
三
区
二
十
一
銭

の
区
間
制
で
、
市
電
の
均
一
六
銭
よ
り
や
や
割
高
で

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
運
賃
制
度
は
運
賃
区
界
が
わ

か
り
に
く
い
な
ど
評
判
が
あ
ま
り
良
く
な
く
、
翌
年

六
月
か
ら
は
均
一
十
銭
に
変
更
し
ま
し
た
。
初
年
度

の
利
用
者
は
一
日
平
均
一
万
人
。
市
電
の
十
六
万
人

に
比
べ
る
と
そ
の
六
％
に
な
り
ま
す
。

６
一
開
業
直
後
の
公
営
、
民
営
問
題

　
横
浜
市
が
バ
ス
路
線
の
免
許
を
神
奈
川
県
か
ら
得

た
の
は
昭
和
三
年
八
月
十
三
日
。
免
許
に
あ
た
り
民

間
数
社
と
競
願
と
な
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
県
は
市

の
意
向
を
尊
重
し
市
の
申
請
路
線
は
ほ
ぼ
全
部
認
可

さ
れ
、
民
間
で
は
横
浜
乗
合
自
動
車
（
注
５
）
の
一

路
線
（
横
浜
駅
～
金
沢
間
）
を
除
い
て
す
べ
て
不
認

可
と
な
り
ま
し
た
。
免
許
路
線
は
、
①
井
土
ヶ
谷
線

（
井
土
ヶ
谷
～
神
奈
川
間
）
、
②
保
土
ヶ
谷
線
（
保
土

ヶ
谷
～
桜
木
町
駅
間
）
、
③
小
港
線
（
桜
木
町
駅
～

小
港
間
）
、
④
根
岸
線
（
桜
木
町
駅
～
滝
ノ
下
問
）

⑤
間
門
線
（
磯
子
～
間
門
間
）
、
⑥
三
ツ
沢
線
（
三

ツ
沢
～
神
奈
川
間
）
、
⑦
日
野
線
（
日
野
～
弘
明
寺

間
）
の
七
路
線
。
市
電
の
起
終
点
か
ら
郊
外
へ
延
び

る
路
線
と
市
電
の
混
雑
緩
和
を
狙
っ
た
路
線
で
し
た
。

５
一
市
営
バ
ス
の
開
業

　
昭
和
三
年
十
一
月
十
日
、
市
営
バ
ス
は
昭
和
天
皇

の
即
位
式
と
い
う
慶
賀
の
日
に
合
わ
せ
て
開
業
し
ま

し
た
。
開
業
に
要
し
た
費
用
は
、
車
両
費
、
建
物
費

等
占
め
て
三
十
三
万
円
。
こ
れ
は
殖
林
事
業
積
立
金
、

住
宅
建
設
基
本
財
産
及
び
電
車
事
業
経
済
か
ら
の
借

入
金
で
賄
わ
れ
ま
し
た
。
車
両
は
地
元
産
業
の
Ａ
型

フ
ォ
ー
ド
十
四
人
乗
り
、
当
初
は
三
十
台
で
運
転
を

開
始
し
ま
し
た
。
車
掌
は
す
べ
て
女
性
を
採
用
。
当

時
市
電
の
車
掌
は
男
性
だ
っ
た
の
で
、
女
性
車
掌
は

珍
し
く
ま
た
花
形
で
も
あ
り
人
気
を
博
し
ま
し
た
。

連
載
①
市
営
バ
ス
―
七
十
年
を
迎
え
て

　
昭
和
四
年
、
こ
の
年
も
民
営
バ
ス
事
業
者
か
ら
路

線
免
許
の
出
願
が
相
次
ぎ
、
そ
の
数
は
県
下
で
百
二

十
件
余
り
、
市
内
の
分
で
は
市
営
か
ら
二
十
三
件
、

民
営
か
ら
二
十
二
件
あ
り
ま
し
た
。
民
営
バ
ス
と
い

え
ば
、
市
と
同
時
に
認
可
さ
れ
、
昭
和
三
年
十
一
月

一
日
か
ら
営
業
を
始
め
た
横
浜
乗
合
自
動
車
の
市
電

へ
の
影
響
で
す
。
こ
の
バ
ス
路
線
は
横
浜
駅
か
ら
杉

田
に
至
る
も
の
で
市
電
と
ほ
ぼ
並
行
し
て
走
り
、
市

電
は
一
日
六
百
円
～
七
百
円
の
打
撃
を
被
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
市
電
の
一
日
あ
た
り
の
収
入
は
約
九
千

二
百
円
で
し
た
の
で
相
当
な
被
害
で
す
。
こ
の
会
社

の
路
線
免
許
に
つ
い
て
市
は
よ
も
や
免
許
さ
れ
る
と

は
夢
に
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
そ

の
反
省
に
立
ち
、
市
会
で
は
昭
和
四
年
三
月
一
日
に

「
市
内
乗
合
自
動
車
営
業
出
願
に
対
す
る
許
否
に
関

し
監
督
官
庁
へ
意
見
書
提
出
」
を
決
め
、
さ
ら
に
七

月
十
三
日
に
は
「
市
内
乗
合
自
動
車
事
業
に
付
市
に

於
て
統
一
経
営
方
に
関
し
意
見
書
提
出
」
を
決
定
し

ま
し
た
。
免
許
に
関
し
。
県
と
市
は
考
え
方
が
対
立

し
、
当
時
の
新
聞
で
も
「
公
営
、
民
営
」
論
が
連
日

取
上
げ
ら
れ
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
八
月
に
な
っ

て
よ
う
や
く
公
営
重
視
の
形
で
解
決
し
、
市
の
申
請

路
線
の
大
部
分
が
認
可
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
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す
が
「
こ
の
解
決
に
至
っ
た
反
面
に
は
、
七
月
二
日
、

浜
口
民
政
党
内
閣
の
成
立
と
、
池
田
知
事
の
退
任
と

い
う
政
変
が
あ
っ
た
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
」
（
注

６
）
こ
と
で
し
た
。

　
こ
の
問
題
は
、
こ
の
頃
事
業
を
開
始
し
た
各
都
市

（
表
―
Ｉ
）
も
同
様
で
、
民
営
バ
ス
と
対
立
し
、
そ

の
後
昭
和
十
三
年
に
成
立
し
た
「
陸
上
交
通
事
業
調

整
法
」
を
バ
ネ
に
東
京
、
大
阪
な
ど
は
民
営
バ
ス
を

買
収
し
て
、
一
気
に
市
営
統
一
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

７
一
市
勢
に
応
じ
た
路
線
新
設

　
七
路
線
、
営
業
キ
ロ
三
〇
・
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で

ス
タ
ー
ト
し
た
市
営
バ
ス
は
、
そ
の
後
順
調
に
路
線

を
の
ば
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
主
な
も
の
は
次
の
と

お
り
。

昭
和
４
年
1
1
月

昭
和
６
年
1
2
月

昭
和
７
年
６
月

　
　
　
　
７
月

小
港
か
ら
本
牧
へ
延
長

生
麦
～
下
末
吉
線
新
設

生
麦
～
潮
田
循
環
線
新
設

鶴
見
駅
～
安
善
町
線
新
設
（
買
収

路
線
）

９
月
　
生
麦
～
横
浜
駅
線
新
設
（
委
託
路

　
　
　
線
）

昭
和
８
年
９
月

昭
和
1
0
年
９
月

昭
和
1
0
年
1
0
月

昭
和
1
1
年
３
月

杉
田
～
峰
線
新
設

磯
子
～
弘
明
寺
線
新
設
、

岡
野
町
～
神
奈
川
５
丁
目
線
新
設
、

神
奈
川
４
丁
目
～
フ
ォ
ー
ド
工
場

線
新
設

鶴
見
駅
～
尾
上
町
線
新
設

保
土
ヶ
谷
橋
～
関
内
廻
り
新
設
、

三
ツ
沢
～
関
内
廻
り
新
設
、

横
浜
駅
～
開
門
線
新
設
、

　
　
　
　
　
　
　
横
浜
駅
～
磯
子
線
新
設

昭
和
1
2
年
７
月
　
根
岸
豆
口
台
～
保
土
ヶ
谷
橋
線
新
設
、

　
　
　
　
　
　
　
生
麦
神
明
前
～
新
子
安
線
新
設
、

　
　
　
　
　
　
　
保
土
ヶ
谷
駅
東
口
～
保
土
ヶ
谷
遊

　
　
　
　
　
　
　
園
線
新
設

昭
和
1
3
年
７
月
　
生
麦
～
寛
政
線
新
設

　
こ
の
結
果
、
営
業
キ
ロ
は
昭
和
十
三
年
度
末
で
八

〇
・
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
開
業
時
の
二
・
七
倍
に
延

び
、
車
両
数
も
百
三
十
七
台
に
増
え
て
い
ま
す
。
利

用
者
数
は
一
日
五
万
七
千
人
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
路
線
新
設
は
市
民
要
望
や
新
し
い
都
市
形
成

の
過
程
の
中
で
生
れ
た
交
通
需
要
に
対
処
す
る
も
の

で
し
た
。
本
牧
へ
の
延
長
は
免
許
当
初
か
ら
の
念
願

で
地
元
の
強
い
要
望
が
あ
っ
た
路
線
で
す
。
ま
た
、

鶴
見
、
神
奈
川
方
面
は
、
埋
立
地
の
完
成
で
会
社
、

工
場
が
続
々
建
設
さ
れ
こ
れ
ら
工
場
地
帯
の
輸
送
力

増
強
は
時
代
の
要
請
で
も
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
十
一

年
に
は
関
内
地
区
を
廻
る
路
線
が
登
場
し
ま
す
が
、

い
わ
ゆ
る
オ
フ
ィ
ス
街
と
し
て
こ
の
地
域
が
充
実
し

て
き
た
頃
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
鶴
見
駅
～
安
善
町
線
は
、
鶴
見
乗
合
自
動

車
か
ら
六
万
二
千
円
で
買
収
し
た
路
線
で
、
生
麦
～

横
浜
駅
線
は
本
市
が
免
許
を
取
得
し
た
路
線
を
県
の

要
請
に
よ
っ
て
京
浜
電
気
鉄
道
の
バ
ス
に
運
営
委
託

し
た
も
の
で
す
。
委
託
の
内
容
は
、
売
上
げ
の
五
％

を
市
に
納
め
る
も
の
で
し
た
。

８
一
根
岸
競
馬
場
へ
の
輸
送
は
大
繁
盛

　
日
本
近
代
競
馬
発
祥
の
地
と
し
て
知
ら
れ
る
根
岸

競
馬
場
は
、
慶
応
二
年
に
開
設
さ
れ
、
昭
和
十
七
年

ま
で
競
馬
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
競
馬
場

へ
は
桜
木
町
駅
か
ら
バ
ス
で
行
く
の
が
も
っ
と
も
便

利
で
、
競
馬
開
催
時
は
大
変
な
混
雑
ぶ
り
で
し
た
。

特
に
省
線
（
国
鉄
）
、
東
横
線
を
利
用
し
た
東
京
方

面
か
ら
の
お
客
が
多
く
、
市
営
バ
ス
は
定
期
便
を
休

止
し
て
ま
で
そ
の
輸
送
に
あ
た
り
ま
し
た
。
ま
た
、

昭
和
十
一
年
に
は
省
線
と
の
連
絡
乗
車
券
も
発
売
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
根
岸
競
馬
は
毎
年
春
と
秋
に
八
日
間
ず
つ
開

催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
輸
送
に
よ
る
バ
ス
の

収
入
は
一
日
平
均
千
円
近
く
に
の
ぼ
り
、
全
体
収
入

の
実
に
三
分
の
一
を
占
め
て
い
ま
す
。
（
表
―
２
）

　
当
時
の
車
掌
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
「
競
馬
の
日
は
、

切
符
を
売
っ
て
も
お
金
を
勘
定
す
る
ヒ
マ
が
な
か
っ

た
。
鞄
が
パ
ン
パ
ン
に
ふ
く
れ
る
ほ
ど
に
な
っ
て
・
・
・

・
」
と
い
う
盛
況
ぶ
り
。
競
馬
は
儲
る
？
。

９
一
戦
時
下
の
バ
ス

　
昭
和
六
年
九
月
に
起
き
た
満
州
事
変
以
来
、
昭
和

八
年
三
月
の
国
際
連
盟
か
ら
の
脱
退
、
昭
和
十
二
年

七
月
に
は
北
京
郊
外
の
廬
溝
橋
で
中
国
軍
と
衝
突
し
、

日
中
戦
争
へ
の
突
入
と
、
次
第
に
日
本
は
戦
争
一
色

と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
軍
事
物
資
で
あ
る
ガ

ソ
リ
ン
は
国
策
と
し
て
消
費
統
制
さ
れ
、
バ
ス
は
代

用
燃
料
に
よ
る
運
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。
電
気

局
で
は
昭
和
十
三
年
二
月
に
次
の
よ
う
に
木
炭
バ
ス

の
研
究
を
命
じ
ま
し
た
。

局
達
第
四
号

時
局
下
二
於
ケ
ル
燃
料
国
策
二
順
応
ス
ル
為
「
ガ
ソ

リ
ン
」
代
用
木
炭
瓦
斯
二
依
ル
木
炭
自
動
車
ノ
試
用

方
法
左
ノ
通
定
ム

昭
和
十
三
年
二
月
九
日

各都市の市営バス開業日表―1表―２　根岸競馬場へのバス輸送収入（単位：円）
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化
し
、
交
通
機
関
も
完
全
に
マ
ヒ
し
ま
し
た
。
市
営

交
通
の
被
害
状
況
も
「
横
浜
市
事
務
報
告
書
」
（
昭

和
十
九
年
十
一
月
一
日
至
昭
和
二
十
年
十
月
三
十
一

日
）
に
よ
る
と
次
の
よ
う
に
惨
々
た
る
も
の
で
し
た
。

　
「
五
月
二
十
九
日
本
市
大
空
襲
二
遭
遇
ス
ル
ヤ
市

内
交
通
網
ノ
全
面
的
破
壊
ヲ
蒙
リ
タ
リ
。
即
チ
営
業

路
線
上
二
在
リ
シ
電
車
々
両
四
十
五
両
、
自
動
車
車

両
五
十
三
両
ヲ
焼
失
セ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
更
二
変
電
所
、

自
動
車
車
庫
、
同
営
業
所
等
ノ
焼
損
二
依
り
事
業
全

般
二
甚
大
ナ
ル
被
害
ヲ
蒙
リ
（
以
下
略
）
」

　
こ
の
被
害
額
は
五
百
五
十
万
円
。
電
車
、
バ
ス
を

合
わ
せ
た
乗
車
料
収
入
の
半
年
　

　
こ
の
木
炭
バ
ス
は
、
昭
和
七
年
式
フ
ォ
ー
ド
を
改

造
し
た
も
の
で
、
早
速
、
翌
月
の
三
月
十
六
日
か
ら

子
安
～
大
口
間
で
運
転
を
は
じ
め
ま
し
た
。
馬
力
が

な
か
っ
た
の
で
坂
の
な
い
平
坦
な
コ
ー
ス
が
選
ば
れ

た
の
で
す
。

　
一
時
は
市
電
経
済
を
脅
か
す
存
在
と
な
り
つ
つ
あ
っ

た
バ
ス
事
業
で
す
が
、
こ
の
ガ
ソ
リ
ン
統
制
に
よ
っ

て
、
路
線
の
縮
小
、
廃
止
あ
る
い
は
運
転
中
止
が
相

次
ぎ
乗
客
数
は
減
少
し
、
逆
に
市
電
利
用
者
が
激
増

し
て
い
き
ま
す
。
（
表
―
３
）

1
0
一
横
浜
大
空
襲
に
よ
る
被
害

　
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
日
本
軍
は
ハ
ワ
イ
の

真
珠
湾
を
奇
襲
し
、
つ
い
に
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
り
、

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
の
終
戦
ま
で
一
直
線
に
進

み
ま
す
。

　
こ
の
戦
争
に
よ
る
被
害
、
特
に
昭
和
二
十
年
五
月

二
十
九
日
の
横
浜
大
空
襲
に
よ
っ
て
横
浜
は
焼
土
と

　
大
空
襲
か
ら
一
日
も
早
く
立
直
る
た
め
に
全
局
員

必
死
に
電
車
、
バ
ス
の
復
旧
に
努
め
る
の
で
す
が
、

さ
す
が
に
三
十
日
、
三
十
一
日
は
全
面
運
休
せ
ざ
る

を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
バ
ス
は
六
月
一
日

に
は
鶴
見
駅
西
口
～
末
吉
橋
間
、
横
浜
駅
～
洪
福
寺

間
で
走
り
出
し
、
六
月
四
日
に
は
桜
木
町
駅
～
間
門

間
を
運
転
し
て
い
ま
す
。
市
電
も
六
月
六
日
に
横
浜

駅
～
麦
田
間
を
応
急
開
通
さ
せ
て
、
そ
の
後
次
々
に

復
旧
し
て
い
き
ま
し
た
。
八
月
十
五
日
の
終
戦
日
以

降
バ
ス
は
、
十
月
一
日
鶴
見
駅
西
口
～
生
麦
間
、
十

月
八
日
横
浜
～
弘
明
寺
間
が
開
通
、
昭
和
二
十
一
年

に
は
横
浜
駅
～
六
角
橋
間
、
磯
子
～
間
門
間
が
運
転

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
二
十
二
年
八
月

に
は
市
電
の
復
旧
が
ほ
ぼ
終
了
し
、
電
車
、
バ
ス
復

興
祭
が
開
催
さ
れ
花
電
車
五
両
、
花
バ
ス
三
台
が
市

内
を
走
り
戦
争
か
ら
の
復
興
を
祝
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
バ
ス
は
焼
け
残
っ
た
木
炭
バ
ス
が
主
力

の
た
め
、
燃
料
不
足
や
車
両
故
障
で
運
休
も
相
次
い

一
　
連
載
①
市
営
バ
ス
―
七
十
年
を
迎
え
て

で
い
ま
し
た
。
ガ
ソ
リ
ン
に
変
る
燃
料
と
し
て
電
気

を
利
用
し
た
電
気
バ
ス
が
開
発
さ
れ
た
の
は
昭
和
二

十
一
年
八
月
で
す
。
鶴
見
駅
～
生
麦
間
で
二
台
運
転

さ
れ
て
い
ま
す
。
無
公
害
バ
ス
の
走
り
と
い
え
ま
す
。

　
昭
和
二
十
二
年
五
月
に
は
、
駐
留
し
て
い
た
米
軍

か
ら
六
輪
駆
動
の
軍
用
ト
ラ
ッ
ク
（
ダ
ッ
ジ
ブ
ラ
ザ
ー

ス
）
五
十
台
が
払
い
下
げ
ら
れ
、
こ
れ
を
見
事
バ
ス

に
改
造
し
、
車
両
不
足
を
補
い
ま
し
た
。

12
一
民
営
バ
ス
と
の
相
互
乗
入
れ

　
戦
後
の
燃
料
不
足
、
車
両
不
足
は
市
営
バ
ス
だ
け

で
な
く
当
然
民
営
バ
ス
も
同
様
で
そ
の
路
線
維
持
は

非
常
に
難
し
い
状
況
で
し
た
。
一
方
で
、
市
内
は
焼

け
野
原
と
化
し
、
ま
た
大
部
分
が
接
収
さ
れ
、
市
民

は
郊
外
へ
と
移
住
し
た
た
め
、
そ
の
足
の
確
保
が
問

題
で
し
た
。
当
時
の
横
浜
市
は
、
昭
和
十
四
年
に
都

筑
郡
川
和
町
、
山
内
村
、
二
俣
川
村
、
鎌
倉
郡
戸
塚

町
、
本
郷
村
、
瀬
谷
村
な
ど
が
編
入
さ
れ
、
今
と
ほ

ぼ
同
じ
面
積
の
四
百
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
拡
大
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
地
域
は
民
営
バ
ス
が
走
っ

て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
市
は
、
民
営
バ
ス
会
社
と
交
渉
し
、
そ
の

エ
リ
ア
へ
の
市
営
バ
ス
の
運
行
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
ず
、
昭
和
二
十
二
年
会
社
が
運
行
で
き
な
く
な
っ

た
路
線
を
市
営
バ
ス
が
臨
時
運
転
し
ま
す
。
神
奈
川

中
央
乗
合
自
動
車
と
は
契
約
の
う
え
八
月
十
五
日
か

ら
横
浜
駅
～
亀
甲
山
間
を
運
転
開
始
し
ま
し
た
。
こ

の
契
約
の
趣
旨
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
当
時
の
事
情

を
よ
く
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
「
戦
災
に
依
り
本
市
中
心
地
帯
の
住
宅
は
極
度
に

払
底
し
多
数
の
市
民
は
市
街
地
の
周
辺
に
移
住
す
る

の
止
む
な
き
に
至
っ
た
従
っ
て
市
民
の
分
布
状
態
が

表―3　市営交通の乗客数の推移（1日平均,単位：千人）
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1
1
一
終
戦
直
後
の
バ
ス
輸
送

一
、
木
炭
自
動
車
ニ
関
ス
ル
研
究
ヲ
遂
ケ
シ
ム
ル
為

監
督
者
運
転
手
職
工
中
ヨ
リ
木
炭
自
動
車
研
究
員
ヲ

命
ス
ニ
、
研
究
員
ハ
車
両
ノ
運
用
並
営
業
二
関
シ
テ
ハ
業

務
課
長
技
術
二
関
シ
テ
ハ
エ
務
課
長
ノ
指
揮
ヲ
受
ケ

各
其
ノ
指
定
シ
タ
ル
研
究
事
項
ヲ
調
査
実
行
シ
木
炭

自
動
車
ノ
完
成
二
努
カ
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

三
、
試
用
車
ハ
（
ハ
）
系
統
（
大
口
線
）
二
営
業
車

ト
シ
テ
二
台
ヲ
運
転
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
（
注
７
）

記

横
浜
市
電
気
局
長
　
大
　
橋
　
長
　
行

年
分
に
相
当
し
ま
し
た
。



一
変
し
て
旧
市
街
地
周
辺
の
人
口
は
極
端
に
膨
張
し

た
る
も
市
街
地
周
辺
よ
り
都
心
地
に
至
る
交
通
機
関

は
或
は
戦
災
を
受
け
或
は
資
材
難
資
金
難
等
の
為
復

旧
極
め
て
困
難
た
る
結
果
之
等
の
地
域
よ
り
都
心
地

に
至
る
交
通
難
は
真
に
名
状
し
難
き
状
態
に
あ
り
依
っ

て
横
浜
市
と
神
奈
川
中
央
乗
合
自
動
車
株
式
会
社
は

交
通
機
関
の
公
益
性
に
鑑
み
大
乗
的
見
地
よ
り
相
協

力
し
て
市
民
の
交
通
緩
和
を
計
る
為
乗
合
自
動
車
臨

時
運
転
に
関
し
横
浜
市
長
石
河
京
市
を
甲
と
し
神
奈

川
中
央
乗
合
自
動
車
株
式
会
社
々
長
利
光
学
一
を
乙

と
し
て
左
記
の
通
り
本
契
約
を
締
結
す
る
。
」
（
注
８
）

　
同
じ
よ
う
に
東
京
急
行
電
鉄
（
注
９
）
と
契
約
し

て
同
年
、
神
奈
川
～
川
和
間
（
八
月
一
日
）
、
横
浜

駅
～
杉
田
間
（
八
月
十
六
日
）
を
市
営
バ
ス
が
運
行

し
、
代
り
に
同
社
は
、
綱
島
～
勝
田
間
の
新
設
と
港

北
区
内
の
輸
送
増
強
及
び
杉
田
～
追
浜
間
の
増
強
運

転
を
行
う
こ
と
に
し
た
の
で
す
。
さ
ら
に
昭
和
二
十

三
年
二
月
十
六
日
か
ら
は
川
和
～
市
が
尾
間
を
市
営

バ
ス
が
運
転
し
ま
す
。

　
こ
の
契
約
は
、
民
営
バ
ス
が
運
行
で
き
る
ま
で
の

期
限
付
で
し
た
。
従
っ
て
、
昭
和
二
十
三
年
後
半
に

な
る
と
そ
の
返
還
に
迫
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
市
営

バ
ス
は
既
に
こ
の
地
域
の
足
と
し
て
定
着
し
住
民
要

望
も
強
い
こ
と
か
ら
市
は
、
前
記
路
線
を
継
続
す
る

た
め
免
許
取
得
に
入
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
民
営

各
社
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

再
び
協
議
し
「
乗
合
自
動
車
路
線
経
営
免
許
に
関
す

る
協
定
書
」
を
締
結
し
て
そ
の
同
意
を
得
る
と
同
時

に
、
免
許
取
得
ま
で
の
間
は
「
乗
合
自
動
車
路
線
相

互
乗
入
に
関
す
る
契
約
書
」
を
取
り
交
わ
し
て
運
行

の
続
行
を
図
り
ま
し
た
。
無
論
、
民
営
各
社
が
黙
っ

て
同
意
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
代
償
と

し
て
本
市
の
持
つ
免
許
路
線
に
民
営
バ
ス
が
乗
入
れ

て
き
ま
す
。
こ
う
し
て
、
亀
甲
山
、
戸
塚
、
川
和
、

荏
田
、
尻
手
、
金
沢
の
各
方
面
へ
の
市
営
バ
ス
が
運

行
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
同
時
に
、
神
奈
川
中
央
乗

合
自
動
車
は
弘
明
寺
か
ら
念
願
の
横
浜
駅
へ
の
乗
入

れ
が
実
現
し
、
京
浜
急
行
電
鉄
は
懸
案
で
あ
っ
た
生

麦
～
横
浜
駅
間
を
免
許
取
得
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
神
奈
川
中
央
交
通
五
十
年
史
」
（
神
奈
川
中
央
交
通

株
式
会
社
　
昭
和
四
十
六
年
発
行
）
は
、
こ
の
く
だ

り
を
「
弘
明
寺
～
横
浜
駅
と
は
、
当
時
の
弘
明
寺
支

所
を
起
点
と
し
て
吉
野
町
三
丁
目
で
折
返
し
て
い
た

の
を
、
横
浜
市
交
通
局
と
交
渉
が
成
立
し
て
横
浜
駅

ま
で
延
長
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
昭
和
二

十
三
年
は
当
社
に
と
っ
て
再
建
復
興
の
足
ど
り
が
し
っ

か
り
し
て
き
た
年
で
あ
っ
た
。
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

1
3
一
市
電
に
か
わ
っ
て
バ
ス
が
主
役

　
昭
和
三
十
年
代
に
な
る
と
ク
ル
マ
社
会
が
到
来
、

道
路
の
あ
ち
こ
ち
が
大
渋
滞
し
、
昭
和
三
十
五
年
十

月
二
十
一
日
か
ら
は
市
電
の
軌
道
敷
内
ヘ
ク
ル
マ
が

入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
市
電
の
危
機
で
す
。
横

浜
市
の
人
口
も
都
市
化
の
波
で
、
昭
和
二
十
六
年
の

百
万
人
か
ら
百
五
十
万
人
（
昭
和
三
十
七
年
）
、
二

百
万
人
（
昭
和
四
十
三
年
）
、
二
百
五
十
万
人
（
昭

和
四
十
八
年
）
と
毎
年
十
万
ず
つ
増
え
る
異
常
さ
で
、

昭
和
三
十
八
年
の
汐
見
台
団
地
を
は
じ
め
大
規
模
団

地
が
市
郊
外
の
各
地
で
次
々
に
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
急
激
な
社
会
変
化
の
中
で
、
バ
ス
に
対
す

る
需
要
は
年
々
高
ま
っ
て
い
く
一
方
、
市
電
は
廃
止

へ
の
道
を
た
ど
り
ま
す
。
そ
し
て
、
新
し
い
大
量
輸

送
機
関
と
し
て
地
下
鉄
の
建
設
へ
と
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。

　
市
電
は
昭
和
四
十
一
年
七
月
末
の
生
麦
線
（
生
麦

～
州
崎
神
社
前
間
）
を
皮
切
り
に
、
次
々
廃
止
さ
れ
、

つ
い
に
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
限
り
ト
ロ
リ
ー

バ
ス
と
一
緒
に
市
内
か
ら
姿
を
消
し
ま
す
が
、
そ
の

代
替
輸
送
は
バ
ス
が
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
バ
ス
の
発
展
を
一
日
あ
た
り
の
乗
客
数
で
示
せ
ば
、

昭
和
三
十
一
年
度
の
十
万
人
か
ら
昭
和
三
十
六
年
度

に
は
二
十
万
人
を
超
え
、
市
電
廃
止
直
後
の
昭
和
四

十
八
年
度
は
五
十
万
人
を
突
破
し
て
い
ま
す
。
車
両

数
も
昭
和
四
十
七
年
度
か
ら
一
千
両
体
制
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
乗
客
数
の
ピ
ー
ク
は
昭
和
四
十
九
年
度

の
五
十
二
万
六
千
人
で
そ
の
後
減
少
し
、
現
在
は
四

十
七
万
人
台
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

1
4
一
バ
ス
事
業
の
財
政
状
況

　
昭
和
二
十
七
年
に
地
方
公
営
企
業
法
が
制
定
さ
れ

市
営
交
通
事
業
は
十
月
の
下
期
分
か
ら
独
立
採
算
の

企
業
会
計
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
バ
ス

の
収
支
は
独
立
会
計
後
、
電
車
同
様
赤
字
が
続
き
、

昭
和
四
十
年
度
末
に
は
電
車
と
合
わ
せ
て
六
十
六
億

八
千
二
百
万
円
の
不
良
債
務
を
抱
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
各
都
市
共
通
の
悩
み

で
、
国
も
再
建
策
に
乗
り
出
し
、
昭
和
四
十
一
年
七

月
に
地
方
公
営
企
業
法
を
大
改
正
し
て
財
政
再
建
に

関
す
る
規
定
を
設
け
ま
し
た
。
横
浜
市
は
こ
の
法
律

に
基
づ
き
再
建
団
体
の
指
定
を
受
け
、
国
の
監
督
の

下
、
市
電
の
廃
止
、
バ
ス
の
ワ
ン
マ
ン
化
、
資
産
売

却
等
経
営
の
合
理
化
を
図
る
こ
と
に
し
ま
し
た
（
第

一
次
再
建
計
画
）
。
し
か
し
、
経
営
状
況
は
好
転
せ

ず
、
昭
和
四
十
七
年
度
末
に
は
廃
止
し
た
電
車
の
分

五
十
七
億
二
千
万
円
を
含
め
百
三
十
六
億
四
千
万
円

の
不
良
債
務
に
膨
れ
上
が
り
、
ま
さ
に
危
機
的
状
態

で
し
た
。
そ
こ
で
、
国
は
各
都
市
の
要
望
に
応
え
、

表―４　バス事業の収益的収支表（主要年度のみ。単位：千円）
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よ
り
強
力
な
支
援
策
を
打
出
し
ま
す
。
昭
和
四
十
八

年
七
月
の
「
地
方
公
営
交
通
事
業
の
経
営
の
健
全
化

に
関
す
る
法
律
」
は
そ
の
表
れ
で
、
横
浜
市
は
こ
の

法
律
に
基
づ
き
昭
和
四
十
八
年
度
か
ら
六
十
二
年
度

ま
で
十
五
年
間
の
第
二
次
再
建
計
画
を
策
定
し
て
経

営
の
再
建
に
取
組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
計
画

の
内
容
は
、

　
（
１
）
百
三
十
六
億
四
千
万
円
の
再
建
債
を
発
行
し
、

　
そ
の
元
金
及
び
利
子
は
、
国
及
び
一
般
会
計
か
ら

　
の
補
助
金
で
償
還

　
（
２
）
企
業
環
境
整
備
の
積
極
的
推
進

　
（
３
）
事
業
経
営
の
効
率
化
、
乗
客
サ
ー
ビ
ス
の
向

　
上
、
一
般
会
計
か
ら
の
財
政
援
助
措
置
に
よ
る
経

　
営
再
建
の
積
極
的
推
進

と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
昭
和
四
十
六
年
度
の
保
土
ヶ
谷
を
始
め
、
六
十
一

年
度
ま
で
に
建
設
さ
れ
た
六
営
業
所
の
市
営
住
宅
と

の
併
設
は
、
バ
ス
営
業
所
の
空
中
権
を
売
却
す
る
と

い
う
画
期
的
な
も
の
で
、
そ
の
金
額
は
二
十
億
円
と

再
建
計
画
中
の
貴
重
な
収
入
で
し
た
。

　
こ
う
し
た
企
業
努
力
と
国
、
一
般
会
計
の
援
助
等

に
よ
っ
て
、
バ
ス
事
業
は
昭
和
五
十
一
年
度
に
初
め

て
黒
字
を
計
上
、
再
建
計
画
終
了
時
の
六
十
二
年
度

末
に
は
、
累
積
欠
損
金
も
解
消
し
、
三
十
一
億
八
千

万
円
の
資
金
残
を
生
む
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
平
成
の
時
代
に
入
る
と
再
び
赤
字
基
調
に
戻
り
、

平
成
九
年
度
末
に
は
累
積
欠
損
金
三
十
八
億
二
千
万

円
、
資
金
不
足
二
十
七
億
七
千
万
円
と
厳
し
い
財
政

状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
（
表
―
４
）

　
現
在
、
交
通
局
で
は
、
バ
ス
事
業
の
経
営
健
全
化

に
取
り
組
む
一
方
、
平
成
七
年
五
月
に
策
定
し
た
経

営
理
念
「
信
頼
を
心
で
運
ぶ
市
バ
ス
・
地
下
鉄
」
の

も
と
、
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

バ
ス
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
バ
ス
、
圧
縮
天
然
ガ
ス
に
よ
る
バ
ス
、

超
低
床
式
バ
ス
、
リ
フ
ト
付
バ
ス
な
ど
地
球
環
境
に

や
さ
し
い
バ
ス
、
体
の
不
自
由
な
方
が
利
用
し
や
す

い
バ
ス
を
採
用
し
、
市
民
、
利
用
者
か
ら
満
足
い
た

だ
け
る
バ
ス
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
　
連
載
①
市
営
バ
ス
―
七
十
年
を
迎
え
て

注
１
　
電
気
局
を
交
通
局
に
改
称
し
た
の
は
昭
和
二

　
　
　
十
一
年
五
月
三
十
一
日

注
２
　
「
震
災
復
興
誌
」
第
一
巻
二
十
七
ペ
ー
ジ

注
３
　
「
横
浜
市
電
気
局
事
業
誌
」
四
十
七
ペ
ー
ジ

注
４
　
「
横
浜
市
会
議
事
速
記
録
」
昭
和
三
年
第
四

　
　
　
　
号
九
十
八
ペ
ー
ジ

注
５
　
横
浜
乗
合
自
動
車
は
、
市
が
買
収
交
渉
し
た

　
　
　
が
不
調
。
路
線
は
現
在
、
京
浜
急
行
電
鉄
が

　
　
　
継
承

注
６
　
「
横
浜
市
会
史
」
第
四
巻
三
百
三
十
七
ぺ
ー

　
　
　
ジ

注
７
　
「
横
浜
市
電
気
局
報
」
昭
和
十
三
年
二
月
十

　
　
　
日
号
外

注
８
　
「
横
浜
市
会
会
議
録
」
昭
和
二
十
二
年
第
八

　
　
　
号
七
十
六
ペ
ー
ジ

注
９
　
東
京
急
行
電
鉄
は
、
昭
和
十
七
年
五
月
に
京

　
　
　
浜
電
気
鉄
道
を
合
併
、
昭
和
二
十
三
年
六
月

　
　
　
に
京
浜
急
行
電
鉄
が
分
離

〈
交
通
局
総
務
部
総
務
課
担
当
係
長
>
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